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今日の高度情報化社会において，コンピュータシス  

テムは産業活動や社会生活に必要不可欠なインフラ  

ストラクチャとなっている．このシステムの主要な構  

成要素であるハードウェア技術は社会の要求と共に目  

覚ましい進歩を遂げたが，一方ソフトウェア技術はそ  

れに見合った水準には達していない．背景にある問題  

としては，「ソフトウェア危機（softwarecrisis）」という  

言葉に代表されるように，膨大かつ多種多様なソフト  

ウェア開発のためのコスト増大，開発生産性がなかな  

か向上しない，有能なソフトウゴア技術者の不足等が  

挙げられる．同時に，ソフトウェアが原因となるコン  

ピュータシステムの事故・障害も多発しており，また  

現実にもコンピュータが誤作動する懸念がある「西暦  

2000年問題」で何かと取沙汰されているように，社会  

的影響も計り知れないことから品質・信頼性の問題も  

解決すべき急務の課題にもなっている．   

このような事故・障害の発生原因は，知的生産作業  

であるソフトウェアの開発工程で潜入したプログラム  

内の誤りや欠陥と定義されるソフトウェアフォールト  

（バグとも呼ばれる）であることが多い．このフォー  

ルトを各工程内で品質管理を実施することにより出  

来るだけ多く検出・除去したり，事故・障害への影響を  

最小限に抑えたりするために，ソフトウェア信頼性技  

術が精力的に研究されてきた．中でも，信頼性評価技  

術は，各開発工程での品質・信頼性の実現度合やユー  

ザに対する出荷品質を把握するために重要であり，ソ  

フトウェア内に潜在するフォールト数やソフトウェア  

障害の発生時間等の推定と予測が実施されている．   

最初の理論的考察として，1972年にJelinskiと  

Morandaのソフトウェア信頼性モデル【1］が提案さ  

れて以来，多くのソフトウェア信頼性評価法が議論さ  

れ，国内外で多くの学術論文や著書も公刊されてきた  

（例えば，文献【2卜［6］参照）．今後とも，人的要因（ヒ  

ューマンファクタ）が複雑に絡む知的生産作業の結果  

としての無形の工業製品であるが故，理論的にも実際  

的にも研究の余地の多い分野である．信頼性評価結果   

400（4）  

を生かしてソフトウェア信頼性を実質的に向上させる  

ためには，ソフトウェア製品開発のためのプロジェク  

トマネジメントの視点t7］も必要不可欠である．   

本特集は，未だ進展の途上にあるソフトウェア信頼  

性技術の中でも，確率■統計論に基づく定量的信頼  

性評価法に焦点を当て，従来の研究を踏まえた上で，  

現在活発に第一線で新しい提案をされている研究者  

の方々に解説頂いた5件の話題により構成されてい  

る．なお，本特集と同様の目的で最近出版された学術  
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